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誰ひとり取り残さない! 気候変動を構造的に
とらえ未来につなげる教育プログラムづくり

キリバス共和国におけるトロニバイ人材
（環境マスター）育成プロジェクト

 大阪府

 キリバス

活動地域

活動地域

教育プログラム案実施 2 回

公害患者のヒアリング 8 人

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 30 ％

ユースアンケート・
ヒアリング 33 人

KiriCAN意見交換 2 回

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 15 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 研究会を開催し、気候変動×防災×公害を学ぶ教
育プログラムの開発、公害の経験から学ぶ教材づ
くり、「誰一人取り残さない」ための教育に取り組
んだ
● 成果物として、「気候変動×防災×公害を学ぶハン
ドブック」を作成し、ウェブページ「公害の経験か
ら学び、未来を創る市民を育てる」を開設した
● 教材案を高校、大学で実施し、公害や気候変動に
対する理解が深まり、市民として何を果たすべき
かを考えるきっかけになったとの感想が得られた

活動内容と成果
● KiriCAN（現地協力団体）ユースを中心に10代から

30代の計30人からアンケート調査を行うと同時に、
KiriCANが推薦する3人からヒアリング調査を行い、
ユースの潜在的ニーズを把握することができた。ま
た結果を専門家やKiriCAN側と共有し分析すること
により、人材育成プログラムの根拠となる
● KiriCANとリモートによる意見交換を2回開催し、互
いの活動の共有を行うとともに、人材育成事業の来
年度の実施確認を行った
※ 「トロニバイ」とは現地キリバス共和国の言葉で「自
立」を意味する

課　題
気候変動によって多数の災害が引き起こされ、社会
的な弱者が取り残される状況になっている。気候変
動を自分事として捉え自ら行動できる市民の力が必
要である。

目　標
気候危機に対して自律的に行動できる市民の力によ
り、気候危機を緩和する。気候変動によって社会的弱
者が取り残されない社会となる。

課　題
● キリバス共和国ユース世代の活躍の場の創出
● グローバル的環境問題を自分事として捉える意識の
変革
● 環境問題を啓発していくためのプログラム開発

目　標
● キリバス政府認定による環境マスターが誕生
● キリバスの環境政策において官民協働の取組み
● 外国からの支援に頼らない「トロニバイ」の精神を
持った自発的な取組みが定着
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公害の経験から課題解決の糸口を考える教材の実施公害の経験から課題解決の糸口を考える教材の実施

キリバスユースに対するヒアリングキリバスユースに対するヒアリング

作成した教材の一つ作成した教材の一つ

MELONとKiriCANのMELONとKiriCANの
意見交換会意見交換会

公害に関わった人へのインタビューを積み重ねて教材のブラッシュアップを行う
ほか、地域づくりを視野に入れた防災教育など多様な教育方法を検討し、教材を改
善する。

● 日本とキリバスのユース同士の相互理解を進める環境整備
● 環境マスターのスキルについて、気候変動や環境問題の他に感染症対策や衛生等についても活動できるかを検討
●学校との連携体制構築など活動の場の確保

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
参加型の教材を目指しているが、新
型コロナウイルス禍のために対面で
の実施が困難になっている。

■工夫した点
ネットで教材を見ることができるよ
うに、ウェブページを開設し、教材を
ダウンロードできるようにしてい
る。

■苦労した点
キリバス共和国は新型コロナウイル
スの影響で国境を閉鎖しており、タ
イミングを計りながら事業を遂行し
ている点。

■工夫した点
リモートによる意思疎通。感染症対
策としてGoogleフォームでのアン
ケート導入を検討。
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